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メーカーへの関与度が低くなりましたが、今後は現在と同等か

～60代に共通していることなので、一過性のものでなく、
きく変えて行くことになると思われます。



＜調査結果＞

■新しい大人世代は「肉料理好き」。60代でも
従来の高齢者の食卓イメージ「魚と野菜／粗食

40～60代男女に、肉料理が好きか尋ねたところ、女性
8割台が「肉料理好き」という嗜好が明らかになりました

食べる量自体は、若い時に比べて減ってはきたものの
の粗食を好む傾向から、肉料理も好んで食べる元気で

（図１）料理カテゴリー好意度（肉料理）

Ｑ．あなたは下記の料理や食材をどの程度好きですか。
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（図２）料理カテゴリー好意度（魚料理）
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Q.あなたは肉料理や食材を食べる機会が、数年前と比べてどの程度増減しましたか
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らかになりました。魚・野菜と同程度の好意度です。

ってはきたものの、従来の高齢者のイメージであった魚や野菜中心
で若々しいエルダーに変化したことがわかりました。
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■40～60代ともに90％前後が「食べることに楽
らない。

また、食べることに楽しみを感じるかを尋ねたところ
（92.２％）が男性（88.7％）をやや上回ったものの、
様の結果です。
新しい大人世代は、世代に関係なく、「食べる楽しみ
ます。

（図４）食べることに楽しみを感じるか

Ｑ．あなたは食べることに楽しみを感じていますか。
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（図6）現在、食事や料理に対する行動
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Ｑ．普段の食事や料理をするときの気持ちや行動について、現在あてはまると

■一方で、簡便性の高い電子レンジやレトルト・
上手に食卓に活用している。

■食卓の品数も朝昼夕とも「2～3品」が各年代平均

また、現在の食事や料理をするときの気持ちを尋ねた
ト」、「冷凍食品」などを食生活に柔軟に活用する回答

おかずの品数を調べた調査では、朝昼食各世代平均して
37.2％と、品数にも気を配った食卓であることがみえてきました
なるほど多くなることです。やはり、50代で子どもが
ちのための食”にシフトしていることが関係しているといえそうです

今後は、「肉を好み＝食材へもこだわる」両方の欲求
のおかず市場のチャンスが拡がりそうです。
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（図7）食卓の品数

Ｑ．あなたの普段の食事の「おかず」の品数（主食は除く）は平均すると
朝食、昼食、夕食について、それぞれお答えください。
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■新しい大人世代の朝食は、「パン」52.1％が「

この10年で、「パン」（52.1％）が「ごはん」(40.7％）
ら、5:4（その他1）に逆転した結果となりました。「パン
回っていますが、全年代平均してパン食が多い傾向となりました
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Ｑ．あなたの普段の朝食はどのような主食メニューが多いですか。

（図8）朝食の主食メニュー
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Ｑ．あなたの普段の朝食はどのような主食メニューが多いですか。
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＜調査概要＞

調査主体：博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所
調査対象：40～60代男女
調査主要：インターネット調査

調査エリア：首都圏（1都3県）＋中小都市（首都圏および政令指定都市、岩手県・宮城県・福島県を除く）

圏以外の政令指定都市、札幌市、仙台市、新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸
市、広島市、北九州市、福岡市

※上記の条件のもと、調査を実施しています。

調査：サンプル数：2700名、実査：2012年12月
※図9のみ、2003年9月の調査（サンプル数2550）

不明

「ごはん」40.7％を逆転。

％）を平均で逆転。10年前の4:6（その他0）か
パン」は、各年代とも女性が男性を10%程度上

となりました。
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新しい大人文化研究所

県）＋中小都市（首都圏および政令指定都市、岩手県・宮城県・福島県を除く） ※首都

圏以外の政令指定都市、札幌市、仙台市、新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸
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品開発および統合的な広告プロモーション展開実務に携わりつつ、企業のソーシャルマーケティング の開
発を理論と実践の両面から推進。地域社会・NPO・環境・高齢者・教育サイトなどのテーマに取組む。

年エルダービジネス推進室開設を推進し、 2011年新しい大人文化研究所を設立、現在に至る。
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動を研究する専門組織です。従来の中高年層の間で一般的であった意識やライフスタイルとは異なる、新しい40～60代が誕生し
ています。当研究所では、年を重ねるごとに前向きな意識を持つ、この新しい中高年生活者を「新しい大人」と名づけ、少子高齢化
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